
【様式】 

令和７年度 学校マネジメントシート 
 

学校名（  三重県立津東高等学校  ） 

１ めざす姿 

(1)めざす学校の姿 

 

〇 自分らしくたくましく「未来を切り拓く力」を育成する津東高校 

〇 「向学立志」の精神を大切にし、地域に信頼される津東高校 

 

(2) 

育みたい資質・

能力（育みたい

生徒の姿） 

【グラデュエーシ

ョン・ポリシー】 

〇 以下に示す、未来を切り拓くための４つの力を身につけた津東高生 

① 対話力 ② 追究力 ③ 創造力 ④ 発信力 

〇 高い志を抱き、常に学ぼうと努力し続けられる津東高生 

〇 「笑顔」と「感謝」があふれる津東高生 

ありたい 

教職員の姿 

〇 生徒が自分らしくたくましく「未来を切り拓く力」を身につけられるよう、生徒 

に「本気の伴走」ができる教職員 

〇 高い目標を持ち、生徒の学びのロールモデルとして学び続ける教職員 

 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提

供する相手とそこ

からの要求・期待 

＜生徒＞ 

  国公立大学をはじめとする四年制大学への進学を希望する生徒が多数であり、

進路実現のための学力をつけられる授業を望んでいる。 

＜保護者＞ 

  国公立大学をはじめとする四年制大学へ進学させたいと希望する保護者が多

数であり、子どもが希望する進路実現のための授業力、進路指導力を求めている。 

＜地域＞ 

  地域に貢献でき、豊かな人格と心を持つ生徒の育成、地域社会を担い、社会貢献

する生徒の育成を期待している。 

(2)連携する相手と

連携するうえでの

要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

＜保護者＞ 

  確かな学力と進路保障、豊かな情緒

や人格形成をしてほしい。 

＜地域＞ 

  地域の活性化に寄与し、信頼される

学校となってほしい。 

＜進路先（大学等）＞ 

  明確な目的意識と学力を育んでほし

い。 

＜保護者＞ 

  家庭での学習環境整備と学校教育活

動に理解や協力をしてほしい。 

＜地域＞ 

  学校教育活動に理解や協力をしてほし

い。 

＜進路先（大学等）＞ 

  生徒の進路希望実現のための情報提

供をしてほしい。 

(3)前年度の学校関

係者評価など 

〇 社会に出たとき答えが一つでないことにどう対応するか。「自分で考える力」を 

養うことが重要。外部と協働することで教員にとっても発見があるのではない 

か。 

〇 地域を含めた外部の大人との関わりは大切。話を聞くだけでなく、コミュニケ 

ーションを取る機会をしっかり作ってほしい。 

〇 校是「向学立志」を常に先生方が意識していることが大切。 

〇 探究活動をもっと発信した方がよい。 



(4)現状

と 

課題 

教育活動 

〇 生徒は素直で真面目で、学校生活は落ち着いており、学習や学校行事、部活動 

等、熱心に取り組み、満足度も高い。ただ、学校以外の世界をイメージする機会が 

少ないため、社会との接続を意識した教育を実施していきたい。 

〇 生徒一人ひとりへのきめ細やかで懇切丁寧な指導により、学習への意欲も高ま 

り、大学等への進学者数も安定している。学習指導要領の理念である「社会に開 

かれた教育課程」を実現し、探究活動「自分らしくプロジェクト」を充実させること 

で、生徒の学びへの意欲と「自走性」をさらに向上させていきたい。 

学校運営等 

〇 生徒一人ひとりへの指導と比較して、生徒全体の学力向上に資する取組や改善 

策等に関しての組織的取組にやや課題がある。組織的な進路指導、キャリア教育 

を強化することで、「未来を切り拓く（４つの）力」を今以上に育てていきたい。 

〇 「社会に開かれた教育課程」を実現し、生徒の学ぶ意欲と志を今以上に育てるた 

め、探究活動をより充実させる必要がある。そのために校内の組織の整備を進 

めながら、外部との連携を強化し、組織としてのコーディネート力、ファシリテー 

ション能力を向上させていきたい。 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動 

【カリキュラム・ポリシー】 

〇 日々のすべての教育活動を通して、自分らしくたくましく「未来を切り拓く力」

を育成し、生徒が３年間成長し続けることのできるキャリア教育の推進。 

〇 「社会に開かれた教育課程」を実現し、生徒の学ぶ意欲と志を育成するため、外 

部と連携した探究活動「自分らしくプロジェクト」の充実、発展。 

〇 「主体的・対話的で深い学び」を実現するため、学力の三要素（「知識・技能」、「思 

考力・判断力・表現力」、「主体性・多様性・協働性」）の資質・能力向上に役立つアク 

ティブラーニング型授業の推進。 

学校運営等 

〇 探究活動「自分らしくプロジェクト」を充実、発展させ、答えが一つでない問いを 

考える機会を増やす。また、外部との連携を図り、組織としてのコーディネート力 

を強化する。 

〇 教職員研修を充実させ、授業改善をはじめとした教職員の資質向上に組織的に 

取り組み、学び続ける教職員集団を目指す。 

〇 教職員が、意欲的に業務に取り組み、充実感を得ることができるよう、各学年・ 

分掌で情報共有を密にして、風通しのよい職場づくりを行う。 

 

４ 求める生徒像 

入学時に期待される

生徒の姿 

【アドミッション・ポリ

シー】 

〇 学習や学校行事、部活動等に主体的、積極的に取り組む生徒 

〇 自分らしく社会に貢献しようとする夢と志を持つ生徒 

〇 自他を尊重し、思いやりをもち、協力して助け合う気持ちを持った生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動               【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

自分らしく

たくましく

「未来を切

り拓く力」

の育成 

（教育課程・

学習指導の

充実） 

 

〇 １年生・２年生に対して、個々の生徒が自分らしさを 

見つけるための充実した探究活動「自分らしくプロジ 

ェクト」を実施する。 

〇 探究活動を通して、「答えが一つでない問い」を考え 

る機会を充実するとともに、「本気の大人」と出会うこ 

とで、「自己のあり方生き方」を深く考えることを追究 

する。 

〇 自分らしくたくましく、ありのままの自分を肯定で 

きる「自己肯定感」を涵養する。 

【成果指標】 

・ 自己肯定感が高くなった生徒の割合 ７５％以上 

〇 奨学金制度の紹介などを行い、卒業後も安心して学 

べる環境づくりを支援する。 

 

〇 主体的・対話的で深い学びの実現に向けてアクティ 

ブラーニング型授業を推進し、学習指導に関する指導 

力などの向上を図る。 

【成果指標】 

・ 授業アンケート（授業の内容《カリキュラムを含む》、

授業のわかりやすさ《教員の熱意などを含む》、学

習に対する質問の対応）の生徒満足度 ８０％以上 

〇 生徒の学習時間を把握し、学習習慣の定着・向上を 

図る。 

【成果指標】 

・ 家庭学習時間 平日１２０分、休日１８０分 

・探究活動「自分らしくプロ

ジェクト」 

２年生（４月から１０月） 

           計６回 

１年生（９月から３月） 

          計１１回 

・地域で活躍されている大

人（外部メンター、のべ総

数 ６７名）に参加いただ

き、生徒への支援を行うこ

とで、深く考える機会に寄

与した。  

 

総務で行っている満足度

調査より 

０８．授業における教員の

熱意や授業のわかりやす

さについて 

  満足＋どちらかという

と満足 ８０．１％ ＜７月＞ 

 

学習時間 

１年生 平日68分 

 休日74分（1月） 

２年生 平日51分 

 休日94分（9月） 

３年生 平日177分 

 休日264分（4月） 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 



キャリア選

択 の 支 援

（進路指導

の充実） 

〇 生徒に様々な機会・方法で情報や助言を提供するこ 

とで、生徒自身のキャリア観の醸成を図り、生徒が自 

己選択、自己決定、納得のいくキャリア選択ができる 

ように支援し、生徒・保護者とともに伴走する進路指 

導をめざす。 

【活動指標】 

・ 生徒対象 進路ガイダンス、進路講演会の実施 

・ 保護者対象 進路説明会の実施 

・ 年間行事予定に則り、計画的な行事の実施 

・ ＩＣＴツールやコンテンツの活用 

・ ベネッセマナビジョンやスタディサプリの活用促進 

〇 個人面談を充実させ、進路希望や学習状況を正確に 

把握し、的確かつ継続的な指導を行うことで、個別最 

適なキャリア選択を支援する。 

【活動指標】 

・ 生徒が納得のいく、自分らしいキャリア選択ができ

る進路指導の実施 

・ 探究活動を、社会参画につなげる支援 

【成果指標】 

・ スタディサポート「気持ち」指標の充実 

・ 多様な入試制度の活用 

【活動指標】  

・生徒対象進路ガイダン

ス、進路講演会  

1年3回実施  

2年7回実施  

3年7回実施  

・保護者対象進路説明会 

1年2回実施 

2年2回実施 

3年1回実施 

・進路関係の行事は計画的

に行えた。 

・民間の ICT ツールを活

用することで個別最適な

学習環境を整備できた。 

・個人面談は定例行事の 4

月と 10月の面談および、

科目選択登録、模擬試験の

返却時などで行った。 

【活動指標】 

・生徒の希望に応じた進路

選択の提示およびガイダ

ンスを行うことができた。 

・探究活動を活用して総合

型選抜、学校推薦型選抜へ

の出願指導を充実するこ

とができた。 

【成果指標】 

・「気持ち」指標で、5 点以

下の生徒の割合が減少し

た。 

・個に応じた進路実現のた

め、総合型選抜、学校推薦

型選抜、一般選抜それぞれ

について、ガイダンスや出

願指導を充実することが

できた。 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

※ 



笑顔・感謝、

人権感覚あ

ふれる学校

づくり（生

活指導の充

実） 

〇 生徒の基本的な生活習慣の確立を促し、安全・安心

な、笑顔で通える学校づくりを行う。 

【活動指標】 

・ 全教職員による登校指導 毎日実施 

・ 生徒会役員による挨拶運動 

 

〇 いじめや差別を許さず、一人ひとりの個性の違い

を認め、互いに尊重することができる仲間づくりを進

めるとともに、望ましい集団や社会の実現に向けて行

動しようとする意欲を育む。 

【活動指標】 

・ いじめ防止の啓発活動 年２回以上（４月・１１月…い

じめ防止強化月間） 

・ 各学年、ＨＲでの人権学習や人権に関する学習の実

施 年２回以上 

 

〇 生徒会をリーダーとして、生徒主体で学校行事を作

るよう努力する。生徒と教職員がともに考え、安全で安

心な行事やルールを創り出すよう努力する。 

 

〇 生徒が主体的に活動できる環境を整え、生徒を尊重

した部活動を行う。 

〇年間を通してPTA役

員の方とも協力し（月１

回）、全職員で毎朝の登校

指導を行ない、しっかりと

顔を合わせて挨拶ができ

る生徒が増えてきた。ま

た、遅刻をした生徒に対し

ては生活指導部で声掛け

を行なった。 

〇いじめ防止の取り組み

として生徒会と協力して

ピンクシャツ運動を実施し

た。また、全校集会や学年

集会において講話を行な

うとともに、クラスでも

「いじめを許さない」学習

や指導を行なった。 

○本年度は、生徒会を中心

とした生徒主体の行事づ

くりが進み、安全で安心な

運営体制が概ね確立され

た。また、生徒が主体的に

活動できる環境整備が進

み、生徒を尊重した部活動

運営も概ね達成できた。 

 

◎ 

 

 

 

※ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

※ 

安全・安心、

環 境 整 備

（保健管理

の充実） 

○ 命を尊び、自らの健康に関心を持ち、主体的に健康 

な生活を送ることができる生徒を育てる。 

〇 自分たちでより良い環境を作ることの理解の上に、 

掃除を主体的に取り組めるよう支援する。 

〇 暑さ指数（ＷＧＢＴ）に基づいた対応を行い、学校教 

育活動における熱中症事故防止に努める。 

 

〇 スクールカウンセラーを始めとする外部機関との 

連携を密にし、生徒の支援、心身の適切なケアを充実

させる。 

【活動指標】 

・ 教育相談係との連携 年２０回以上 

 

〇 ＩＣＴを活用した家庭との連携を強化し、情報提供等 

の活用を促進する。 

〇保健室の来室が昨年度

の半分以下になったこと

から見ても、自己管理がで

きる生徒が増えてきた。 

〇掃除全般は納得のいく

ものであったが、トイレの

使い方に、もう少し周りの

ことを考えて使用してほ

しい部分があった。 

〇ＷＢＧＴは守れていた。

しかし個人の体調がすぐ

れなかったのか、一人救

急車を呼んだことがあっ

た。 

〇スクールカウンセラー

には、年に３６回来てもら

っている。 

〇健康観察の方法で、ＩＣＴ

を使ったので、長期欠席者

や欠席の把握がしやすく

なった。 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

改善課題 

（年度末に記載） 

 



（２）学校運営等              【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

組織運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 教職員のコンプライアンス遵守を徹底し、風通しの 

 良い、同僚性の高い職場づくりに努め、誰からも信頼 

される学校をめざす。 

〇 教職員が一丸となって学校の諸課題に組織的に対 

応できるよう、学年、分掌、教科の縦横の連携を一層強 

化する。 

【活動指標】 

・ 進路懇談会（学年と進路指導部の連携会議）の実施 

１・２年 年５回以上、 ３年 年１０回以上 

 

〇 各委員会を定期的に開催し、組織的な学校運営に努 

める。 

〇 学校ビジョン委員会において、学校の将来像、指導 

 方針等について検討する。 

〇 教科代表（カリキュラム）委員会において、クラス減 

に伴う教員定数減への対応、本校にとって最適な教 

育課程等について検討する。 

〇 キャリア教育支援（学力向上推進）委員会において、 

生徒の学力向上、教員の授業力向上、探究活動の充実 

等について検討する。 

〇 コンプライアンス研修

会の実施（R７年１２月５日） 

 

【活動指標】 

・進路懇談会 

   1年・・・ ５回   

   2年・・・ ５回 

   3年・・・１０回 

 

○ 各委員会について、定

例及び臨時開催をし、各種

課題について組織的な対

応で解決を図った。 

○ 教科代表者会議で

は、、本校の生徒にとって

必要な力を育むことに重

きを置いて令和９年度以

降の教育課程について検

討した。 

◎ 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

※ 

保護者・地

域住民等と

の連携 

（「社会に開

かれた教育

課程」の実

現） 

 

〇 学校関係者評価委員会やＰＴＡ役員会を定期的に開 

催し、外からの視点で本校教育活動に助言いただき、 

協働に向けて努力する。 

【活動指標】 

・ 学校関係者評価委員会 年３回実施 

・ ＰＴＡ役員会 年６回実施 

 

〇 「社会に開かれた教育課程」を実現し、生徒が「答え 

が一つでない問い」を考えるため、「本気の大人」の 

「本気の伴走」ができる体制の構築を進める。外部と 

の連携を強化し、組織としてのコーディネート力を強 

化する。 

【活動指標】 

・ 探究活動「自分らしくプロジェクトに参加した外部メ

ンターの総数 のべ１００人以上 

 

〇 保護者と協働して、全国高Ｐ連三重大会への参画、 

 生徒登校指導の実施 

 

【活動指標】 

・学校関係者評価委員会 

               ３回 

・PTA役員会       ６回 

 

【活動指標】 

・外部メンター総数 ６７人 

◎ 

 

 

 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

資質向上の

取組 

〇 外部から講師を招聘し、教職員向け研修会を実施す 

る。 

【活動指標】 

・ 外部講師を招聘し、教職員向け研修会の実施 

年２回以上 

〇 研修受講履歴を活用した対話に基づく研修受講奨 

 励の充実。（個別最適な教職員の学び） 

〇 教員の指導力向上に向け、入試研究会、教科研究会 

に積極的に参加する。 

【活動指標】 

・外部講師を招聘した研修

会  2回（評価、人権教

育） 

◎ 

 

 

※ 



情報提供に

よる信頼の

構築 

〇 学校説明会の実施 

【活動指標】 

・ 中学校等に出向き、学校概要の説明 年１０回以上 

〇 授業公開、学校見学会の実施 

【活動指標】 

・ 年間２回以上 

 

〇 ホームページによる情報提供 

【活動指標】 

・ ホームページの更新 月平均４回以上 

〇 きずなネットによる情報発信 

【活動指標】 

・学校説明会（中学校等） 

 １０回 

・授業公開、学校見学会 

          ２回 

・図書部、人権教育係より

月1回の更新をしたが、

学校全体としては、十分な

更新とは言えない状況で

あった。 

◎ 

 

※ 

 

 

 

※ 

 

 

 

※ 

働きやすい

職場環境づ

くり 

〇 総勤務時間の縮減に向け、休暇を取得しやすい環境 

を作る。 

【活動指標】 

・ 設定した日の定時に退校できた教職員の割合 

（定時退校日 月１日） ８０％以上 

・ 予定通り休養日を実施できた部活動の割合 

（週１日） ９５％以上 

・ 放課後に開催して６０分以内に終了した会議の割合 

７５％以上 

【成果指標】 

・ 時間外労働時間が年３６０時間を超える教職員数 

０人 

・ 時間外労働時間が月４５時間を超える教職員の延べ

人数 ０人 

・ １人当たりの月平均時間外労働時間  ３０時間以下 

・ １人当たりの年間休暇取得日数 １２日以上 

〇 学校行事や休日・長期休業中の取組の精選を進め 

る。 

【活動指標】 

・ 設定した日の定時に退校

できた教職員の割合 

９９．５％ 

・ 予定通り休養日を実施で

きた部活動の割合  

９９．５％ 

・ 放課後に開催して６０分

以内に終了した会議の割合 

           ７６．９％ 

【成果指標】 

・時間外労働時間が月４５時

間を超える教職員 94人 

・１人当たりの月平均時間外

労働時間    ２６．４時間 

・１人当たりの年間休暇取得

日数          １１日 

【12月時点】 

◎ 

 

  

※ 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

※ 

改善課題 

 

（年度末に記載） 

 

 

６ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

・生成ＡＩへの対応。レポートを全て生成 AI に任せている事例が大学では見受けられ

る。使い方指導など情報教育を充実させ取組が必要になってくる。 

・「自分らしくプロジェクト」や「自分学部」はとても興味深い取組である。外への発信を

強化する必要がある。 

・高校生が小学校へ出向いて、出前授業をするなどの取組があるともっと良い。ℚ 

 

７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 

 

（年度末に記載） 

 

学校運営について

の改善策 

 

（年度末に記載） 

 

 


